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【手続補正書】
【提出日】平成25年9月12日(2013.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数のウェハを保持するボートと、前記ボートに保持された前記複数のウェハの側面から
反応ガスを供給する反応ガス供給部とを有する成膜装置に用いられるウェハホルダであっ
て、
前記ウェハホルダは、前記ボートに保持された際に前記ウェハの上面を覆うように載置さ
れ、前記ウェハの裏面への前記反応ガスの流入を抑止するように前記ウェハの周囲を囲う
ように設けられたガス流入抑止部を有するウェハホルダ上を具備するウェハホルダ。
【請求項２】
前記ウェハホルダは、前記ウェハを保持するウェハホルダ下をさらに有し、前記ウェハホ
ルダ下が前記ボートに支持される請求項１に記載のウェハホルダ。
【請求項３】
前記ウェハホルダ上は、ウェハホルダ上の外周部がウェハホルダ上の内周部より薄い凸型
をしており、前記ウェハホルダ下は、ウェハホルダ下の外周部がウェハホルダ下の内周部
より厚い円環状の凹型をしており、前記ウェハホルダ上と前記ウェハホルダ下が組み合わ
された際に、前記ウェハホルダ上の内周部の先端面が前記ウェハホルダ下の外周部の先端
面より下に位置する請求項２に記載のウェハホルダ。
【請求項４】
ウェハが載置された状態の複数のウェハホルダを保持するボートと、
前記ボートに保持された前記複数のウェハの側面から反応ガスを供給する反応ガス供給部
とを有し、
前記ウェハホルダは、前記ボートに保持された際に前記ウェハの上面を覆うように載置さ
れ、前記ウェハの裏面への前記反応ガスの流入を抑止するように前記ウェハの周囲を囲う
ように設けられたガス流入抑止部を有するウェハホルダ上を具備する成膜装置。
【請求項５】
ウェハの裏面への反応ガスの流入を抑止するようにウェハの周囲を囲うように設けられた
ガス流入抑止部を有するウェハホルダ上をウェハの上面を覆うように載置するウェハホル
ダ載置工程と、
前記ウェハホルダ上が載置された状態でボート移載に移載工程と、
前記ボートを反応室内に移動するボートローディング工程と、
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反応ガスを供給し、前記ウェハの下面に膜を形成する成膜工程とを有する成膜方法。
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